
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立下落合小学校 ）     学校番号 ０８２                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 「安全・安心・信頼」を基盤に、一人ひとりが輝き、思いやりあふれるあたたかい学校         

          

重 点 目 標 

１ 児童の主体性を育み、個別最適な学びを実現する授業の実施 
２ 安全・安心な学校に向けた教育環境整備及び教育相談・生徒指導体制の充実 
３ コミュニティ・スクールによる学校と地域の連携・協働の推進、情報発信の充実 
４ 教職員の指導力の向上と学校業務の改善 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 
※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

      

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 
達成

度 
次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○落ち着いた態度で授業に臨み、課題に対して熱
心に取り組んでいる。 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、算数ともに、全国、市平均と比べ概

ね良好な結果である。 

 

〈課題〉 
○さいたま市学習状況調査の「生活習慣に関する

調査」において、「学びに向かう力等」や「主

体的対話的で深い学び」、「自尊意識」「将来

に関する意識」などの質問事項が、市と比べや

や低い傾向にある。 

・「主体性」を

育む授業の推
進 

①学びのポイント「じ・し・や・ク」を

踏まえた授業を展開し、『教師が教え
る授業』から、『児童が学びを獲得す

る授業』へと改善する。 

②教育委員会による「学力向上カウンセ

リング訪問」や指導法に係る研修を要

請し、授業力の向上を図る。 

③「学びの指標」を活用し、教員が自ら
の授業を客観的なデータに基づき検証

する。 

①さいたま市学習状況調査における「学

びに向かう力等」や「主体的対話的で
深い学び」等の質問における数値が向

上したか。 

②「学力向上カウンセリング」や研修を

実施し、授業改善に生かすことができ

たか。 

③「学びの指標」の１回目と２回目を比
較して、数値が向上したか。 

 

 

 

 

 

 

・「個別最適な

学び」の充実  

①児童一人ひとりの学びの状況を把握

し、個に応じた指導・支援を実施す
る。 

②授業においてタブレットを有効活用

し、「個別最適な学び」」を充実させ

る。 

①授業研究会を実施し、個に応じた指

導・支援について検証し、向上のため
の方策を見出すことができたか。 

②ICT 活用状況調査において、数値が向

上したか。 

   

2 

〈現状〉 

○Ｒ５の学校評価（保護者）における「施設・設

備の安全管理」における肯定的な回答は、

81.9％であった。 

〈課題〉 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、組織的
に支援する体制を一層充実していく必要があ

る。 

○近隣への落葉等を考慮し、樹木の剪定や除草作

業を定期的に行う必要がある。 

 

・迅速かつ組織

的 な 生 徒 指

導・教育相談

体制の充実 

①日々の関りやアンケートなどから、児

童が発する小さなサインを見逃すこ

となく、専門職であるＳＣやＳＳＷ

と連携しながら対応する。 

②いじめを生まない風土を醸成するとと

もに、いじめやトラブルがあった際
は迅速かつ組織的に対応する。 

③Sola るーむを開室し、支援体制を構

築する。 

①児童の状況を把握し、心配な状況が見

られた場合は教職員で情報を共有して

組織的に対応することができたか。 

②児童主体の取組を実施し、あたたかな

学校づくりを推進するとともに、いじ

めがあった際には解消に向けて速やか
に取り組んだか。 

③Sola るーむの環境や運用の手順を整

え、支援体制を構築できたか。 

   

 

 

・安全・安心な
学校生活のた

めの教育環境

の整備 

 

①教育委員会と連携し、施設の不具合を
迅速に改善する。 

②毎月 10 日の安全点検を活用し、要修

繕箇所の迅速な修繕を行う。 

③環境美化や緑化活動を実施する。 

①学校評価（保護者）「施設・設備」肯
定的な評価が向上したか。 

②毎月の安全点検実施から 10 日以内に

修繕が実施できたか。 

③心を潤す活動を行うことができたか。 

   

3 

〈現状〉 

○学校運営協議会における熟議を通して、学校、

家庭、地域が協働しながら児童を育成していく

体制が整えられている。 

○Ｒ５の学校評価（保護者）「学校は、地域と連

携し、子どもたちの安全を守るために適切に取
り組んでいるか。」95.4％が肯定的な評価を回

答であった。 

  防犯ボランティア、下子連等の協力が大きい。 

〈課題〉 

○学校の様子を発信し、家庭、地域と共に児童の

成長を図る体制の一層の充実が必要である。 

・目指す児童の

姿を地域全体

で共有するた

めの情報発信 

①学校 HP に教育活動の様子を掲載す

る。 

②学校からの情報発信を紙ベースからア

プリを活用した電子媒体での配付を行

う。 

①学校 HP の定期的な更新と充実ができ

たか。 

②紙媒体での配布物を減らし、電子媒体

による新たな情報発信を確立できた

か。 

   

 

 

・学校運営協議

会による学校

と 地 域 の 連

携・協働の推

進 

①学校運営協議会において、現状や目指

す学校像等を共有する。 

②児童の自己有用感を高める取組につい

て熟議を行い、連携・協働を推進す

る。 

①学校運営協議会において、共通理解を

図ることができたか。 

②学校・地域・保護者と連携した取組を

実践することができたか。 

   

4 

〈現状〉 

○授業における ICT の活用について、学校課題研

修で研究を重ね、教員の ICT 活用スキルが向上

している。 
○高学年の教科担任制の実施により、担当する教

科について、より深い教材研究を行うことがで

き、授業の質が向上している。 

〈課題〉 

○多様な教育的ニーズに対応する指導力が求めら

れている。 
〇時間外在校等時間は減少傾向にあるが、業務の

負担感や多忙感が教職員に見られる。 

・学習指導と生

徒指導・教育

相談・特別支

援教育を一体
に捉えて指導

力の向上 

①昨年度までの研修を土台とし、新たな

テーマで学校課題研究を推進する。 

②講師を招聘した研修を実施し、指導力

の向上を図る。 
③低・中・高学年ブロックにおいて、そ

れぞれのマネジメントによる研究を深

め、教員同士が学び合う新しい研修を

実施する。 

①研究１年目としての体制を整えること

ができたか。 

②講師を招聘した研修を実施することが

できたか。 
③３ブロックによる授業研究会を実施

し、各ブロックの研究を共有すること

ができたか。 

 

 

 

 

 

・学校業務の改

善と子どもと

向き合う時間

の確保 

  

 
 

 

①ICT による事務の効率化を図る。 

 校務におけるクラウドの活用。 

②自己申告ノー残業デーの取組を行い、

教員個々の状況に対応する。 

③一人で業務を抱え込まないよう、担任

外教員をブロック副担任にするなど
し、チームで取り組む体制を促進す

る。 

①ICTによる業務改善を推進できたか。 

  

②教職員の時間外等在校時間を月 45 時

間以内にできたか。 

③担任以外の教員やスクールアシスタン

トと協力して業務を遂行することがで
きたか。 

 

 

 

 

 


